




<緒言>

  著者らは PMD の顎口腔の形態的特性(特に開咬、歯列弓形態)について報告し、

さらに著明な不正咬合のために食物の粉砕能力の劣ることを一部報告してきた。

本研究では咀嚼金(咬筋)の筋電図活動を記録し、咀嚼リズム、咀嚼時間、咀嚼

回数咀噛値について調査し、正常人と比較検討した。


